
徳田っ子の実態

こんな子どもの姿が目立ってきた！

・つなげて考えることを意識できる子

（既習を使う，友だちの考えをいかす，生活経験をいかす）

・自分の考えとその理由を説明する子

・話型やつなぎ言葉を使いながら説明できる子

◎

成
果

・つなげて考えようとしたり，説明しようとしたりする意欲の低い子

（活用する意欲の個人差）

△

課
題

・意識化を図るための掲示やふりかえりの工夫

・つなげて考えることを意図した授業展開と手立て

・説明する場面（ペア，グループ等）の増加

手立てや支援のポイントになったのは？

・学ぶ意欲を高める

→基礎的・基本的な知識・理解の習得と活用力

向上のバランスをとった単元計画の作成

・つなげて考え説明する意欲を高める

→個人内評価の重視

・学習形態を工夫する

→ペアやグループ等によるコミュニケーション

の場の増加と工夫

改善の方向性は？

原因を分析してみると…

・言語活動の充実との関連強

・活用力の評価計画の具体化

・習得型授業のクローズアップ

・総合的な学習の時間との関連

（習得―活用―探究）

学校研究の面から

必要なのは？

＜活用に関する意識調査＞＜学力調査より＞

（全国学力・学習状況調査，県基礎学力調査）

◎四則計算（整数，小数，分数）

量感（長さ），平行四辺形の性質

△書く力（字数限定，書き出し，メモ）

割合の意味理解，言葉や式で説明

⇒全国・県との

比較により

算数より国

語に課題

あり

＜昨年度の成果と課題より＞

◎自分の考えとその理由を話そ

うとする子が増えてきた。

◎自分の考えをまとめて書く力

がついてきた。（自学ノートや

レポートなど）

△学ぶ意欲が二極化傾向にある。

（考えたり説明したりする意欲）

△相手意識・目的意識が低く，説

明に戸惑う子がいる。（スキル

不足）

△基礎基本の定着が不十分な子

徳田っ子の課題⇒「学習意欲の向上」「書く力（条件にあうように）の向上」だ！

活用力自作テスト

取り組みの方向性

１．問題解決型の授業設計と考える場の保障

２．課題設定の工夫

３．活用のよさを実感できるふりかえり

①「活用力を高める５つの学習活動」…国・算・理・社・生

② つなげて考える力＋説明する力

（
指
導
の
重
点
）

・身近な生活や経験との関連，多様な考え方に対応，課題解決への意欲の高まり

・「活用する力」ふりかえりカードを使って

こんな手立てで！

活用力を高める５つの学習活動

～「つなげて考える力」「説明する力」

を高める学習活動の具体化に向けて～
「つなげて考える子」とは

自分なりの考えをもち，そう考え

た何らかの理由をもっている子

⇒視点①既習や生活経験から

②友だちの考えから

③根拠となるものから
（文章，資料，結果等）

「説明できる子」とは

わかりやすくなるように工夫し

ながら説明することができる子

⇒視点①つなぎ言葉を使って

②何かを見せながら

＜単元計画の作成にあたって＞

・活用力を高める５つの学習活動

・めざす子どもの姿

・活用力の視点
を必要に応じて明確に位置づける

＜ルーブリック評価の工夫＞
・今年度は「算数レポート」で！
・ものさしの共有を具体化

活用力の可視化に
向けて ～「つなげて考えた」「わかりやすく

説明できた」「またやってみよう」と

いう子どもたちの思いを引き出すた
めのふりかえりをめざして～

低学年用

考えを表す言葉

授業改善につながる

活用力テストの作成

学ぶ意欲の低下，学力の二極化傾向，コミュニケーション力の低下

これまでの活用

に関する研究授

業及び指導案か

ら，その手立て

を分類整理し，

「活用型授業」

を探った。

５月全校児童実施

①自分の考えやその理由をわかりや

すく説明しようとしていますか

②新しいことを学ぶときは，これまで

に学んだことをもとにしながら考

えるようにしていますか

⇒特に②は昨年度より 10％up↑

①は高学年ほど Down↓

高学年用

ふりかえりカード

＜子どもたちのふりかえりより＞

・D班の考えも C班の考えもすごくいい

と思います。計算して答えもわかってい

るけど、図で表すのが難しかったです。

・S さんの班と比べたら、答えは小数と

分数でちがっていたけど、考え方は同じ

だということがわかりました。

自分の考えとその理由を説明するに
は，こんな話し方ができるといいね！

活用型授業デザイン

全校掲示による

よいモデルの提示

考えをまとめて書く場の設定

Ａ－３ 学校研究の取り組み


